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児童発達支援あいほっぷ 並びに あいすてっぷでは、営業時間中に震度５弱以上の地震が発生した場合におきまして、

連絡が取れなくなるケースが想定されるため、送迎を利用するお子様を含め、事業所までお迎えをお願いいたします。 
また、連絡が取れなくなった場合には「災害伝言ダイヤル」を使用いたします。 

① 「171」をダイヤル 
② 「2」をプッシュ 

③ 事業所の電話番号を入力 あいほっぷ→「070-4487-4429」 
状況に応じてお子様の安全確保を第一に考慮しつつ、開所（送迎含む）の可否を判断してまいります。 

ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

あいほっぷだより

 
PRO-STEP株式会社 あいほっぷ 

群馬県太田市宝町711-1 スカイブルー1F 

電 話：070-4487-4429 

メ ー ル：aihop@ace.ocn.ne.jp 

・水筒は紐付きで毎日持たせてください。（中身は水、お茶、スポーツドリンクでお願いします。） 
・昼食後の歯磨き指導を行っています。歯ブラシ・コップ・歯磨き粉の準備をお願いします。 
・紛失等防ぐため、全ての持ち物に名前の記入をお願いします。（靴、洋服、オムツ、お弁当箱、リュック等） 
・使用済みのオムツを入れるビニール袋の持参をお願いします。 
・爪をこまめに切ってください。怪我含め、衛生面の為よろしくお願いします。 
・事前に園の行事や家庭の事情等でお休みが分かっている場合は、早めに連絡をしてください。 

●あいほっぷ・あいすてっぷご利用者ご家族様● 
相談窓口を開設しております。日々の不安や疑問に感じる事などございましたら、遠慮なくご連絡下さい。 

☎070-4487-4429 （管理者 佐藤） お問い合わせ時間 8：30～17：00 

 

 新年度がスタートして、早くも１ヶ月が経とうとしています。最初は環境の変化に戸惑いを見せていた子ども達ですが、少しずつ慣

れてきて、笑顔がたくさん見られるようになりました。だんだんと個性も出てくるようになり、職員も嬉しく感じています。この１ヶ月

だけでも子ども達の成長を感じられる出来事が多々あり、1年後にはどんな姿を見せてくれるのか今から楽しみです。 

 ５月１１日（日）は「母の日」です。母の日には日ごろの感謝を伝え、カーネーションを送る風習があります。赤いカーネーションを思

い浮かべるかもしれませんが、起源は白いカーネーションでした。カーネーションには色によって花言葉があります。 

 ●赤→「母への愛」「純粋な愛」「真実の愛」 ●白→「私の愛情は生きている」「尊敬」 ●ピンク→「感謝」「気品」「温かい心」 等 

お店にたくさん並んでいるカーネーションを見ながら、花言葉の違いについてお子様と会話を楽しんでみても良いかもしれません。

ね。 

集中プログラム 自己紹介をしよう 

5月 3日（土）から5月 6日（火）までお休みです。5月 7日（水）から開所します。 

ゴールデンウィークお休みのお知らせ 

絵本は最高のコミュニケーションツール 
 絵本は子ども達にとって、文字や言葉の発達を促すだけでなく、心の成長・発達のために欠かせない存在だ

と言われています。そのため「絵本は心の栄養」と言われることもあります。毎日の食事が丈夫な体を作

り成長させるように、絵本は豊かな言葉と生きていくための心の根っこを育てます。 

●絵本が子どもにもたらす4つの効果 

 

 

●まとめ 

 

 絵本は、単なる娯楽や教育のツールを超え、子どもが出会う様々な感情や出来事を理解し、自己表現や

コミュニケーションの力を育む大切な存在です。日々の生活に絵本を取り入れ、豊かな感受性と想像力を

お子さまと一緒に育てていきましょう。 

種の植え付け ベビーキャロット＆ラディッシュ 

 

 

玉入れ 

 

新聞つむつむ 

 

お当番さん（テーブル拭き） 

 

 

すごろく 

 
絵本

① 言葉の力を育み語彙力を増やす ② 想像力が豊かに感受性も広がる 

③ 親子の絆が深まる ④ 集中力が育つ 

絵本の世界には、日常会話ではあまり聞かない豊

かな表現があふれています。登場するキャラクタ
ーや背景、季節や感情の表現を通して、子どもは
自然と新しい語彙を学んでいきます。詩的な表現

や比喩は、語彙を豊かにし、単語の意味や使い方
を理解する手助けとなります。 

日常生活では、なかなか体験できないような場面
や状況が描かれており、子ども達の想像力を養う
ことが出来ます。物語を通じて子ども達が様々な

キャラクターに感情移入することも、感受性の発
達に大いに役立ちます。 

読み聞かせは、親の声や顔の表情、手の温かさを
感じながら、安心感と信頼感が自然に育まれてい

きます。親と子が共に同じ絵本を楽しむことで、
お子さまは「家族と一緒にいる時間が楽しい」と
いう感覚を覚え、心が穏やかで安心感に満ちた時

間を過ごすことができます。 

絵本の時間は「じっくりと物語に向き合う」とい
う集中の練習にもなります。ページをめくり、次
に何が起こるのかを知りたいという気持ちが生

まれることで、物語に対する興味や集中力が自然
と引き出されます。この集中の習慣は、学習を始
める前の重要なステップにもなります。 

戸外遊び 

 

僕の名前は○○
です。好きな食
べ物は… 

私の好きな色は
ピンクです！ 

おおきくなあれ！ 

お仕事、 
頑張ります！ 

みんなで遊ぶと 
たのしいね！ 

そーっと… 
 そーっと… 


